
不登校についての経験（保護者用） 

不登校の時期：    小 3         不登校の期間：約半年 

 

１ 不登校になったきっかけを教えてください。 

   友達からのいじめ、先生の怒鳴り声。モンスターペアレントと言われないように、 
   丁寧に真剣に先生に相談しても、全く相手にしてくれない 
   学校側から遠回しに学校に来ないようにというような対応 
   人権侵害的な学校のルールによる苦しみ 

 

２ 学校に行かないときは、子供はどのように過ごしていましたか。 

   晴れた日は、母親と公園にテントを持って行き、宿題や勉強をした。 
   学童や、習い事に行って学習していた。 
   夜になると不安になり、学校に行けない自分を責めて、精神が不安定になっていた。 
   自分を叩き、傷つけていた。 
 

３ その時の気持ちや考えていたことを教えてください。 

   お腹に入っていた時から、大事に大切に、育てた我が子を、先生や友達からないが 
  しろにされて、怒りと憎しみで、今までに感じたことのない苦しみが続いた。でも、 
  理不尽な対応を訴えたところで、我が子の人生がよくなるわけではないので、この子 
  の未来の為にできることは、何かそれを第一考えて、できることは、全てして、一歩 
  ずつでも前に進もうと、決意した。 
 

４ 子供に対し、どのように関わったり、声掛けをしたりしていたか教えてください。 

   やりたいこと、興味のあることをなんでもやらせようと関わった。 
 

５ 学校に行かなくなった当初から今に至るまで、子供や保護者の変化として感じたこと 

  を教えてください。 

   愛のない学校から離れて、心身の安定が保たれて、元気になり、色んなことにチャ 
  レンジして、成⾧して行く姿をみて、当初の未来の不安がなくなってきた。  
 

６ 子供にしてよかったこと、やらなければよかったことを教えてください。 

   学校に無理やり行かせようとしたこと。 
   朝、学校に行くかどうかで、いい争いになったこと。やらなれければよかった。 
 

７ 不安を感じたとき、どのようなことをしていたか、教えてください。 

   フリースクールや習い事の先生に相談をした。 
 

８ 学校に行かなかったことについて、今感じていることや考えていることを教えてくだ 

 さい。 

   先生や友達から蔑ろにされ、学校に行かないと決めたから、今、素晴らしい、愛あ 
  る先生方やお互いを思いやる友達と出会えたから、よかったと思う。でも、されたこ 
  と傷つけられたことは、許さない。我が子がいじめをする側でなくて本当によかった 
  と思う 
 

９ 学校に行っていない人や行かない人に対してのメッセージをお願いします。 

   我が子を大事にして下さい。学校に行ってないからとダメな子だと責めないでくだ 
  さい。 
 



 


